




女 の 性 斐 ご 生 大 


れ ら は 無く せ が な し 





9 ド も う の 7) 
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女 の 性 意 と 性 大 記 
れ ら は 無く せな し 


それ ら へ の 
社会 的 な 緩和 や 補 倶 


男女 の 性 差 と 性 差別 。 そ れ ら は 無く せな い 。 そ れ ら へ 
の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka 


男女 の 性 差 は 無く せな い 。 性 差別 は 無 
る せな い 。 性 差別 へ の 補償 が 必要 で あ 


男女 の 性 差 の 和 解 消 。 性 差別 の 解消 。 そ れ は 、 人 間 に お い 
て 、 有 性 生殖 が 続く 限り 、 不 可能 で あり 、 不 合理 で あ 

る 。 そ れ は 、 人 間 に お ける 有 性 生殖 を 合 定 し 、 不 可能 

に する 。 そ れ は 、 単 性 生殖 や 、 ク ロー ン 人 間 の 誕生 を 

必須 と する 。 そ れ は 、 結 果 と し て 、 人 類 の 厩 退 を 生み 

出す 。 


性 半 別 は 、 男 性 差別 と 女性 差別 が ある 。 


世界 に は 、 男 性 優位 社会 と 女性 優位 社会 が ある 。 そ れ ら 
の 発生 は 、 自 然 環境 の 多様 性 と 、 人 間 の 環境 適応 能力 の 
性 差 に 基づく 。 

移動 生活 は 、 男 性 に 適し て お り 、 そ の 社会 は 、 男 性 優位 


で ある 。 
定住 生活 は 、 女 性 に 適し て お り 、 そ の 社会 は 、 女 性 優位 
で ある 。 


男性 優位 社会 で は 、 女 性 が 虐げ られ る 。 そ の 人 社会 で 
は 、 女 性 差別 の 度合 い が 高 い 。 
女性 優位 社会 で は 、 男 性 が 虐げ られ る 。 そ の 社会 で 
は 、 男 性 差別 の 度合 い が 高 い 。 


男性 差別 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


0 に 沿わ な い リ スク テイ キン グ 。 女性 
の 生き や と 。 女性 
の エス コー 層 学 まお と 。 戦 場 で 兵士 と 
し て 戦う こと を 強制 され 、 自 身 の 命 を 落と す 危 険 に さ 
ら さ れる こと 。 彼 自 身 の 意 に 洛 わ な い チ ャ レン ジ を さ 
せら れる こと 。 

( 2 ) 男性 が 女性 か ら 経 済 的 な 性 的 搾取 を 受け る こと 。 
劣性 が 、 女 性 に 高額 な 経済 的 配当 を 編 え す 供給 する た 

め 、 企 業 で 彼 自身 の 意 に 洛 わ な い 強 制 労働 を させ られ 

生生 さま の に IOEE ピ の 

度 。 夫 が 、 そ の 制度 を 妻 か ら 一 方 的 に 強制 され る こ 

と 。 夫 が 妻 に よっ て 経 消 的 に 支配 され る こと 。 

( 3 ) 女性 優位 社会 の 家庭 の 場合 。 考 に よっ て 、 自 身 の 
子供 か ら 、 遠 ざけ られ 、 疎 外さ れる こと 。 妻 に 親権 を 

独占 され る こと 。 母親 に よっ て 精神 的 に 一 生 支 配 さ れ 

続け る こと 。 

) 女性 優位 社会 の 生活 の 場合 。 女 性 的 な 価値 観 の 受 
容 を 強制 され る こと 。 男 性 的 な 価値 観 で 行動 する こと 
を 禁止 され る こと 。 個 人 行動 の 自由 の 欠如 。 昌和 
同調 行動 や 全 度 行動 の 紙 え ざる 強制 。 定 住 集団 内 部 に 
ける 半 調 和 行 動 の 禁止 。 2 
検 関 の 絶 え さ る 持続 。 前 例 破 り の チャ レン 92 あ S1P。 


女性 差別 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


( 1 ) 男性 に 比較 し て 。 企 業 へ の 進出 の 遅 れ 。 企 業 で の 
只 進 の 遅れ 。 企 業 で の 労働 賃金 の 低 さ 。 0 
いて 、 自 ら 収入 を 得る こと が 、 社 会 的 に 想定 され て い 
な いこ と 。 女性 の 企業 労働 は 、 女 性 ( て の 引 0 
定 権 や 支配 権 が あり 、 男 性 の 収入 が 十分 多い 場合 は 、 不 
要 で ある 。 女 性 優位 社会 の 女性 は 、 時 的 決定 
権 や 支配 権 を 強力 に 保持 し て お り 、 経 済 的 余裕 が あれ 
ば 、 本 来 、 企 業 労働 は 不要 で ある 。 


( 2 ) 女性 が 、 企 業 で 働き 、 稼 ぐ 必 要 が ある 場合 。 高 学 
歴 や 高い キャ リア を 望ん で いる の に 、 学 歴 や キャ リア 
を 低く 抑制 され る こと 。 

( 3 ) 男性 優位 社会 主導 の 民主 主義 的 政治 参加 に お い 
て 、 選 挙 権 が 無い こと 。 女 性 優位 社会 で は 、 民 主 主義 や 
選挙 は 、 誰 か ら も 理解 も 体得 も されない の で 、 あ まり 
必要 な い 。 

( 4 ) 男性 優位 社会 の 家庭 の 場合 。 夫 に よっ て 、 自 身 の 
子供 か ら 、 遠 ざけ られ 、 上 外 され る こと 。 夫 か ら 小 遺 
い を 貰う 立場 に 甘んじ る こと を 強制 され る こと 。 そ れ 
は 、 女 性 の 意 に 治 わ な い 企 業 進出 の 原動力 と な る 。 父 親 
に よっ て 精神 的 に 一 生 支 配 さ れ 続け る こと 。 

( 5) 意 に 沿わ な い 身 体 的 な 性 的 搾取 。 彼 女 が 嫌い な 男 
性 か ら の 性 的 スト ー キ ング 。 彼女 が 嫌い な 男性 か ら の 
痴 渓 。 彼女 が 嫌い な 男性 か ら の 強 女 。 彼 女 が 嫌い な 男性 
と の 結婚 の 強制 。 彼 女 が 嫌い な 男性 の 子供 の 妊娠 と 出産 
と 有 児 を 強制 され る こと 。 女性 優位 社会 で は 、 子 供 の 結 
婚 相 手 は 、 家 庭 を 支配 する 古参 の 女性 が 決定 する 。 

( 6 ) 男性 優位 社会 の 生活 の 場合 。 男 性 的 な 価値 観 の 受 
容 を 強制 され る こと 。 女 性 的 な 価値 観 で 行動 する こと 

禁止 され る こと 。 自 由 民 主 主義 。 個 人 主義 。 同 調 行動 
の 忌避 それら の 強制 。 対 人 関係 の 三 調 和 の 強制 。 プ ラ 
イバシー の 順守 の 強制 。 チ ャ レン ジ 行 動 の 強制 。 


社会 を 取り 巻く 自然 環境 に 相違 が ある 。 男 女 に 能力 差 が 
ある 。 そ の た め 、 男 性 優位 社会 に お ける 男性 の 女性 へ 
の 支配 も 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 男性 へ の 支配 
も 、 無 くせ な い 。 男 女 差別 は 、 無 くせ な い 。 男 女 平等 
は 、 世 界 的 に 、 実 現 が 困難 で ある 。 世 界 に は 、 男 性 優位 
な 社会 か 、 女 性 優位 な 社会 し か 存在 出来 な い 。 


その こと へ の 可能 な 対処 や 緩和 策 は 、 次 の 通り で あ 
る 。 
( 1 ) 男性 優位 社会 に お ける 男性 の 女性 へ の 文 配 。 そ れ 


に つい て 、 女 性 へ の 社会 的 補償 を 行う こと 。 

( 2 ) 女性 優位 社会 に お ける 女性 の 男性 へ の 支配 。 そ れ 
に つい て 、 男 性 へ の 社会 的 補償 を 行う こと 。 

それ ら か 必要 で ある 。 


それ ら の 具体 例 は 、 次 の 通り で ある 。 

(1 ) 社会 的 に 劣 位 な 性 に つい て 、 社 会 的 優遇 や 持ち 上 
(ぴな うこ の 。 

(1 - 1) 男性 優位 社会 に お いて 、 女 性 を 社会 的 に 優 如 
し 、 人 訟 め 称え 、 持 ち 上 げ る こと 。 

(1 - 2) 女性 優位 社会 に お いて 、 男 性 を 社会 的 に 優遇 
し 、 人 訟 め 称え 、 持 ち 上 げ る こと 。 


( 2 ) 社会 的 に 劣 位 な 性 に つい て 、 彼 ら の 自治 叙 を 、 そ 
の 社会 で 確保 する こと 。 

(2 - 1) 男性 優位 社会 に お いて 、 女 性 的 価値 観 が その 
まま 保持 され る エリ ア を 確保 する こと 。 

(2 - 2) 女性 優位 社会 に お いて 、 男 性 的 価値 観 が その 
まま 保持 され る エリ ア を 確保 する こと 。 


(初出 2020 年 12 月 ) 


性 前 搾取 。 性 的 消費 。 


性 的 搾取 。 性 的 消費 。 
それ は 、 身 体 的 搾取 と 、 経 済 的 搾取 と に 、 分 類 可 能 で あ 
る 。 


(1 一 1 ) 男性 に よる 、 女 性 へ の 、 身体 的 な 性 的 搾取 。 
男性 は 、 男 性 自身 が 所 有する 性 的 欲求 の は け 口 と な る 
こと を 、 女性 に 対し て 強制 する 。 男 性 は 、 女 性 に 対し 


性 的 に し つこ く 付 きま と い 、 セ ックス を 絶え ず 要 
時 セッ クス で 自分 勝手 に 性 的 に 絶頂 し た 後 、 女 性 
を 邪険 に 扱う 。 

(1 - 2) 女性 に よる 、 男 性 へ の 、 身 体 的 な 性 的 搾取 。 
(1 -2-1) 女性 は 、 女 性 自身 が 所 有する 性 的 欲求 の 
は け 口 と な る こと を 、 男 性 に 対し て 強制 する 。 女 性 
は 、 男 性 に 対し て 、 自 身 の 強 い 性 欲 を 満た す た め 、 前 
戯 と セッ クス を し つこ く 要 求 し 、 繰 り 返 し 性 的 に 絶頂 
し て 十分 満足 する まで 、 男 性 を 性 的 に こき 扱う 。 女 性 
は 、 男 性 が 途中 で 性 的 に 疲れ 果て る な ど し て 、 女 性 自 
身 が 性 的 に 満足 で き な い と 、 男 性 に 対し て 不機嫌 に な 
り 、 離 婚 や 浮気 を 考え る 。 そ うし た 男性 は 、 彼 女 へ の 
ご 機嫌 取り に 追わ れる 。 

(1 - 2 - 2) 女性 は 、 女 性 を 護衛 する こと を 、 男 性 に 
対し て 強制 する 。 男 性 は 、 女 性 の 自己 保身 の 実現 の た め 
に 、 女 性 の 身代わり に な っ て リス ク を 背負 うこ と を 、 
女性 か ら 一 方 的 に 強制 され る 。 

(1 - 2 -3) 女性 は 、 筋 力 補助 を 、 男 性 に 対し て 強制 
する 。 男 性 は 、 女 性 の 弱い 筋力 を 補助 し 、 男 性 自身 の 筋 
力 を 増強 し 、 昔 酷 な 肉体 労働 に 従事 する こと を 、 生 活 に 
お いて 多 え ず 強 制 さ れる 。 

( 2 ) 女性 に よる 、 男 性 へ の 、 経 済 的 な 性 的 搾取 。 女 性 
は 、 男 性 に 対し て 、 自 身 の 女 体 と 女性 器 を 貸し 出す 代わ 
り に 、 そ の 見 返り と し て 、 で こ 奴隷 
の よう に 労働 させ て 、 そ の 配当 を 一 方 的 に 受け 取り つ 
う 、 重税 優雅 に 暮らし て 、 0 

の 配当 生活 を 、 に 渡っ て 科 歌 する 。 特に 、 女 性 優位 
社会 に お いて 、 本 家計 の 財布 の 組 を 一 方 的 こ 握 
り 、 男 性 に わずか な 小遣い を 七 え て 、 企 業 へ と 強制 的 
に 送り 出し て 労働 を させ る 一 方 、 女 性 自身 は 、 そ うし 
て 得 ら れ た 家計 の お 金 を 、 自 由 に 好き 勝手 に 消費 す 
る 。 


男性 に よる 、 女 性 へ の 身体 的 搾取 。 


女性 に よる 、 男 性 へ の 経済 的 搾取 。 
この 図式 は 、 精 神 障害 者 の 男女 に お ける 異性 交際 や 、 異 
性 と の 結婚 の あり 方 に 0 アザ EN 


精神 障害 者 の 女性 は 、 交 際 相 手 や 結婚 相手 の 男性 を 持つ 
こと に ほほ 成 で いる 。 

精神 障害 者 の 女性 た ちの 女体 や 女性 器 は 、 精 神 病 を 発病 
し て も 、 引 き 続 き 正常 で ある 。 精 神 障害 者 の 女性 た ち 
は 、 男 性 に 対す る 身体 的 な 性 的 機能 の 提供 が 、 問 題 な く 
可能 で ある 。 精 神 障害 者 の 女性 た ち は 、 男 性 が 持つ 身体 
的 な 性 的 搾取 の 欲求 を 、 問 題 な く 満 足 さ せる 。 男 性 は 
そう し た 精神 障害 者 の 女性 を 交際 相手 や 結婚 相手 と し て 
選ぶ こと に 、 問 題 や 不満 を 特に 感じ な い 。 男 性 は 、 精 
神 障害 者 の 女性 を 、 交 際 相 手 や 結婚 相手 に 自然 に 選 、 
精神 障害 者 の 男性 は 、 交 際 相 手 や 結婚 相手 の 女性 を 持つ 
こう を Us 0 ま 人 具有 に CE UNS 

精神 障害 者 の 男性 た ち は 、 精 神 病 の 発病 に よっ て 、 経 消 
的 に 稼ぐ 力 を 失っ て いる 。 精神 障害 者 の 男性 た ち は 
女性 に 対す る 経済 的 な 性 的 機能 の 提供 が 、 発 病 に よっ て 
不可 能 に な っ て いる 。 精神 障害 者 の 男性 た らち は 、 女 性 
が 持つ 、 経 済 的 な 性 的 搾取 の 欲求 を 満足 させ る こと が 
= 人 22 
旨 、 大 き な 問 題 や 不満 を 
感じ る 。 女 性 ( 和志 の 中 交際 相手 や 結婚 
相手 に は 選 ( と MM 
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社会 的 性 転換 。 そ の 試み 。 


社会 的 性 転換 。 社 会 その も の の 性 転換 。 そ の 試み 。 そ れ 
は 、 以 下 の 通り で ある 。 


) 女性 優位 社会 か ら 男 性 優位 社会 へ の 転換 の 試み 。 
人 自主 的 な 転換 。 例 。 日 本 社会 に RS 
者 の 近代 か ら 現 代 の 日 本 社会 に お ける 、 
人 々 の 欧米 諸国 の 社会 へ の 同化 へ の 憧れ や 願望 の 強 さ 。 
(1 - 2) 強制 的 な 転換 。 男 性 優位 社会 に よる 、 女 性 優 
位 社会 の 支配 。 例 。 第 二 次 世 界 大 戦 の 後 の 日 本 社会 と 韓 
国 社 会 に お ける 、 ア メリ カ に よる 軍事 的 支配 の 持続 
と 、 そ れ へ の 応 や 合 。 それ ら の 福 会 に お ける アメ 
人 
) 男性 優位 社会 か ら 女 性 優位 社会 へ の 転換 の 試み 。 
際 和 ee 8 (筆者 は 、 そ の 実例 を 、 探 索 
全 
(と と の 人) な 女性 優位 社会 に よる 、 男 性 優 
位 社会 の 文 配 。 例 。 例 。 第 二 次 世 界 大 戦 の 後 の ド イツ 社 
会 に お ける 、 ロ シア (ソビエト 連邦 ) に よる 還 事 的 支 
0 拓 ト ジ 0 の 528 0 
エト 連邦 ) へ の 同化 。 


以下 の 文章 に お いて は 、 女 性 優位 社会 の 社会 的 性 転換 へ 
と 、 内 容 を 絞っ て 説明 する 。 


そう し た 女性 優位 社会 に お いて 、 実 際 に な され た こ 

と 。 女 性 優位 社会 を 、 表 向き 、 男 性 優位 社会 に 見 せる こ 
と 。 そ の 人 社会 の 女性 性 の 合 定 。 そ の 社会 の 男性 性 を 主張 
する こと 。 そ の 人 社会 に お ける 女性 優位 の 人 否定 。 そ の 社 
生還 仮に の と 。 そ の 社会 が 家父 
長 制 で ある こと を 主張 する こと 。 そ の 人 社会 の 上 位 者 に 
よる 、 そ の 方 向 へ の 言論 統制 。 

( 1 ) その 言論 統制 は 、 以 下 の 主張 や 態度 の 表明 を 、 社 
会 的 に 許さ な い 。 

その 社会 の 女性 性 の 育 定 。 そ の 社会 に お ける 女性 優位 
の 衣 定 。 そ の 社会 に お ける 母親 の 強 さ の 皆 定 。 そ の 社 
会 に お ける 父親 の 弱 さ の 衣 定 。 そ の 社会 の 人 々 が 、 母 
親 へ の 心理 的 依存 を 社会 的 に 表明 する こと 。 


こう し た 主張 は 、 社 会 的 に 無視 され 、 喘 笑 さ れ 、 忌 避 
され る 。 

( 2 ) その 言論 統制 は 、 以 下 の 主張 や 態度 の 表明 の み を 
許す 。 

女性 優位 な 男性 が 、 強 者 の 振り を し て 、 大 張 る こと 。 彼 
ら が 、 自 身 を 家父 長 と 見 な すこ と 。 女性 優位 な 女性 が 、 
自身 が 弱者 で あり 、 被 害 者 で ある こと を 訴え る こと 。 
その た め に 、 男 性 優位 社会 が 起源 の 、 女 性 の 静 さ を 前 提 
と する フェ ミニ ズム を 、 必 死に な っ て 学習 し 、 そ の 内 
容 を 大 声 で 一 斉唱 和 す る こと 。 

こう し た 主張 や 態度 は 、 社 会 的 に 盛ん に 推奨 され る 。 


その 試み の 結果 。 そ の 内 容 は 、 潮 えな いも の で ある 。 
その 内 容 は 、 共 番 に 過ぎ な い 。 

そう し た 女性 優位 社会 は 、 数 十 年 に わた っ て 、 社 会 の 
性 転換 の 試み を 持続 的 に 行っ た 。 し か し 、 そ うし た 女 
性 優位 社会 は 、 男 性 性 の 本 質 を 理解 で きず 、 体 得 も で き 
が まま に から て いる 。 

そう し た 女性 優位 社会 は 、 表 向き は 、 男 性 優位 で ある 。 
その 社会 の 人 々 は 、 表 向き は 、 個 人 の 人 権 の 車 視 や 、 個 
性 の 重視 や 、 独 創 的 な チャ レン ジ 精 神 の 重視 や 、 プ ラ 
イバシー の 重視 を 盛ん に 唱え 、 自 由 民 主 主義 を 主張 す 
る 。 

し か し 、 そ の 社会 は 、 い っ た ん 中 に 入る と 、 以 前 と 変 
わら ず 、 女 性 優位 の まま で ある 。 そ の 社会 の 人 々 は 
社会 の 調和 や 、 前 例 の 踏 尼 を 、 引 き 続 き 重 視 す る 。 そ の 
社会 の 人 々 は 、 上 位 者 や 古参 者 や 前 例 保持 者 に 隷 従 し 、 
下位 者 や 新参 者 や 前 例 学 習 者 を 専制 支配 する 。 そ の 人 社会 
は 、 個 人 の 人 権 が 無い 。 そ の 社会 は 、 団 体 行動 を 重視 
し 、 個 人 行動 の 自由 が 無い 。 そ の 社会 は 、 プ ライ バ 
シー が 無い 。 そ の 社会 の 人 々 は 、 失 敗 を 滋 れ 、 独 創 的 な 
チャ レン ジ 精 神 を 忌避 する 。 そ の 社会 は 、 客 観 性 や 科 
学 を 軽視 し 、 感 情 や 精神 論 で 動く 。 

それ は 、 社 会 的 な 性 転換 の 能力 の 欠如 で ある 。 そ うし 


た 女性 優位 社会 は 、 社 会 的 な 性 転換 に は 、 い つま で 経っ 
て も 和 失敗 し た まま で ある 。 

し か し 、 そ うし た 女性 優位 社会 は 、 社 会 的 性 転換 の 失敗 
を 、 認 め な い 。 そ の 社会 は 、 そ の まま 、 か た く な に 、 
自身 の 社会 に お ける 男性 優位 を 主張 し 続け る 。 そ うし 
た 女性 優位 社会 は 、 女 性 の 社会 的 強 さ を 指摘 する 言論 
を 、 そ れ が 消滅 する よう に 統制 し 続け る 。 そ うし た 女 
性 優位 社会 は 、 以 下 の 内 容 の 発生 を 恐れ る 。 男 性 優位 社 
会 の 価値 観 に 対し て 丘 服 従 で あや る こと が 発覚 する こ 

と 。 男 性 優位 社会 は 、 そ うし た 女性 優位 社会 に と っ て 、 
スー パー 上 位 者 や 支配 者 や 先進 的 な 模範 者 で ある 。 そう 
し た 女性 優位 社会 は 、 そ の こと を 礼 れ 、 そ れ を 隠ぺい 
し 続け る 。 そ の 女性 優位 社会 の 人 々 は 、 社 会 的 性 転換 を 
推進 する 自国 の 政府 の 方 針 に 隷 従 する 。 彼 ら は 、 そ の 
政府 方 針 へ の 異 議 申し 立て 者 を 無視 し 笑 し 続け る 。 
そう し た 女性 優位 社会 は 、 以 下 の 内 容 を 菅 れ る 。 自 身 の 
女性 性 が 暴 串 され て 、 周 囲 の 社会 が その こと に 気付 く 
こと 。 そ うし た 女性 優位 社会 は 、 男 性 性 、 女 性 性 の 研究 
を 償 定 し 、 性 差 研究 の 進展 を 邪魔 し 続け る 。 


結論 。 


社会 的 性 転換 。 そ の 試み 。 そ れ は 上 手 く 行か な い 。 人間 
は 、 そ れ に 和 失敗 し 続け る 。 
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男性 優位 社会 (欧米 諸国 ) の 女性 フェ 
ミニ スト た ち へ の 管 告 。 


最初 に 。 あ な た 方 の 考え 方 に つい て 。 男 女 の 間 に お い 
て 、 生 殖 面 で の 身体 資本 に あれ ほど 根本 的 に 大 き な 差 


が ある の に 、 身 体 に 予め 埋め 込ま れ た 行動 様式 に お い 
て 、 考 え 方 の 差 や 能力 差 が 全く 無い と 考え る こと 。 そ 
れ は 、 と て も 非常 識 で 頭 の 悪い 考え 方 で す 。 あ な た 方 
は 、 生 物 学 の 基礎 を 、 最 初 か らち ゃ ん と 学習 し 廊 し な 
さい 。 
世界 の 社会 に は 、 あ な た 方 の よう な 男性 優位 社会 と 、 
中 国 や ロシア や 東 ア ジア や 東南 アジ ア の よう な 女性 優 
位 社会 の 両方 が ある の で す 。 あ な た 方 の よう な 男性 優 
位 社会 は 、 世 界 標 準 で は 、 少 し も あり ませ ん 。 あ な た 
方 は 、 中 国 や ロシア や 東 ア ジア や 東南 アジ ア の よう な 
女性 優位 社会 が 、 世 界 に お いて 、 ど ん どん 優位 に 立ち 
つつ ある こと や 、 新 た に 世界 標準 と か りつ つ あ る こと 
を 、 も っ と 理解 すべ き な の で す 。 
あな た 方 は 、 中 国 や ロシア や 東 ア ジア や 東南 アジ ア の 
よう な 女性 優位 社会 の 内 実に つい て 、 余 り に も 無知 過 
ぎ ま す 。 あ な た 方 は 、 そ の 内 実 を 、 そ も そ も 理 和解 で き 
KN で し よう 。 あな が た 衣 は 、 放 性 の は ず が の に 。 その 
理由 は 、 あ な た 方 の 社会 に お いて 、 お 父 さん が 余り に 
も 強 す ぎ て 、 あ な た 方 が 、 永 遠 に お 父 た さん の 小さ な 
娘 」 の まま で いる か ら で す 。 あ な た 方 は 、 お 父さん に 
よっ て 、 本 来 あ る は ず の 女性 性 を 、 生 育 過程 に お い 
て 、 き れい に 抹消 され て いる の で す 。 あ な た 方 は 、 知 
ら ず 知ら ず の うち に 、 す っ か り 行 動 様式 が 男性 化し て 
いま す 。 あ な た 方 は 、 そ れ に 気付 いて いな い 。 あ な た 
方 は 、 本 当 に 馬鹿 で すね 。 
あな た 方 は 、 女 性 優位 社会 の 男性 と 同じ くら い 駄 目 な 
存在 で す 。 彼 ら は 、 彼 ら の 社会 に お いて 、 お 母さん が 
余り に も 強 す ぎ て 、 氷 遠 に 「 お 母さん の 小さ な 忠 子 」 
の まま で いる か ら で す 。 彼 ら は 、 お 母さん に よっ て 、 
本 来 あ る は ず の 男性 性 を 、 生 育 過 程 に お いて 、 き れい 
に 抹消 され て いる の で す 。 彼ら は 、 知 ら ず 知ら ず の う 
4 
は 、 彼 ら と 同じ 社会 的 弱者 で す 。 あ な た 方 は 、 同 じ 
の も っ と 連帯 し まし ょ う 。 


あな た 方 は 、 女 性 な の に も 関わ ら ず 、 真 の 女性 性 を 、 
0 あな た 方 は 、 そ れ を 理解 す 
能力 が 、 そ も そ も あ り ま せん 。 あ な た 方 は 、 無 能 
寺 と て も か わい そう で す 。 そ れ な の に 、 あ な た 方 
は 、 世 界 中 に 、 あ な た 方 が 自分 勝手 ( = 作り 出し た 出来 損 
な い の フ ェ ミ ニズム を 、 世 界 標準 と し て 、 女 性 優位 社 
会 に まで 、 強 引 に 広め よう と し て いる の で す 。 例 え 
ば 、 日 本 や 韓国 の よう に 、 あ な た 方 の 社会 に 軍事 的 支 
配 を 受け て いる 女性 優位 社会 で は 、 そ れ ら が 女性 優位 
で ある こと を 表明 する 詩 論 の 自由 が 、 あ な た 方 の 社会 
の 支配 の せい で 、 す っ か り 統 制 さ れ て いま す 。 そ こ で 
は 、 真 の 女性 性 を 既に 身 に 付け て いる 女性 た ち が 、 女 
性 性 を 根本 的 に 欠い て いる あな た 方 の 作っ た 不 出来 な 
フェ ミニ ズム を 、 奴 隷 の よう に 強制 的 に 学習 させ られ 
る 羽目 に な っ て いま す 。 あ な た 方 に よる そう し た 強 
制 。 そ れ は と て も ご う 慢 な 態度 で す 。 そ れ は と て も 馬 
鹿 げ た 、 恥 ず べ き 行 為 で す 。 そ れ は 、 世 界 的 な 損失 を 
生み 出し て いま す 。 あ な た 方 は 、 世 界 中 の 女性 優位 社 
会 の 女性 た ち に 、 も っ と 上 真 の 女性 性 を 学ぶ べき で す 。 
あな た 方 は 、 あ な た 方 が 普段 見 下 し 、 馬 鹿 に し て いる 
世界 中 の 女性 優位 社会 の 女性 た ち に 、 心 か ら 頭 を 下げ な 
さい 。 そ し て 、 あ な た 方 は 、 彼 女 た ち か ら 真 の 女性 性 
に つい で て の 才 え を と う ペ き で す 。 
あな た 方 は 、 あ な た 方 の 国々 が 、 中 国 や ロシア や 東 ア 
ジア や 東南 アジ ア の よう な 女性 優位 社会 の 国々 に 占領 
され る こと を 、 心 の 底 か ら 望 みな さい 。 そ れ が 実現 す 
る こと で 、 あ な た 方 は 、 初 め て 、 真 の 女性 性 を 、 本 格 
的 に 体験 し 学習 する こと が で きる で し ょ う 。 現状 、 女 
性 優位 社会 は 、 あ な た 方 の 仮想 敵国 で す 。 そ れ は 、 と 
で お 友 内 かこ と で すま あか が た 亡 は 、 かせ で うな か っ で て ゆい 
る の か 、 き ちん と 理由 を 知る ベ べき で す 。 男 性 優位 社会 
と 女性 優位 社会 と は 、 互 い に 対照 的 な 性 格 を 持ち 、 そ の 
まま で は 、 互 い に 相 容れ な い 、 敵 対す る 関係 に ある の 
で す 。 そ れ は 、 男 女 の 性 差 に 起因 し て いる の で す 。 


男女 は 、 実 際 の と ころ 、 行 動 様 式 や 価値 観 の 面 で 、 異 質 
Ne こ あ る の で すず 。 で も 、 補 の まま で は 、 男 女 

、 結 婚 し 、 子 孫 を 設け る こ IA 人 類 は 滅ん 
29 それ を 回 避 す る た め に 、 男 女 は 、 互 い 
に 、 相 手 を も っ と 理解 し 、 陸 有 APR 
2 の あな た 方 は 、 も っ と 知る べき で す 。 
男性 優位 社会 と 女性 優位 社会 は 、 も っ と 世界 的 な 分 業 の 
形 で 、 平 和 的 に 協力 し 合わ な いと いけ ませ ん 。 世 界 に 
つい て 何 も 知ら ず に 、 中 国 や ロシア の よう な 女性 優位 
社会 を 敵視 する あな た 方 は 、 今 の ま Na 精神 が 細 
稚 過ぎ 、 浅 は か 過ぎ ます 。 あ な た 方 に は 、 寺 旨 計 
長 が 、 根 本 的 に 必要 で す 。 あ な た 方 強大 な お 父 

に 精神 的 に 依存 げ ばかり し て な いで 、 お 父 お 
立 し 独立 し て 、 真 の 女性 性 を 獲 NSH 
も っ と すべ き な の で す 。 そ の た め に も 、 あ な た 方 は 
凍 千 BR の R2 の の お 
位 社会 の 内 実 を 、 も っ と 真剣 に 知 ろ うと すべ き で す 。 
あな た 方 は 、 中 国 や ロシア や 東 ア ジア や 東南 アジ ア の 
生生 も っ と 旅行 し まし ょ う 。 あ な 

Pe 女性 優位 社会 の 女性 た ちと 、 も っ と 触れ 合い 
02 の 0 の 
娘 区 対し て 、 青 ん で 教え て くれ る で し よう 。 
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性 嫌悪 。 そ の 分 類 。 


( 1) し ら ふ と セッ クス 没入 。 そ の 双 方 の モー ド 切 
失 和 

(1 - 1) 人 間 は 、 し ら ふ で 、 セ ックス 没入 の 他 者 を 見 
る と 、 不 快 で ある 。 

(1 - 2) 人 間 は 、 セ ックス 没入 時 、 し ら ふ の 他 者 を 見 


る と 不快 で ある 。 

( 2 ) 異性 愛 者 。 多 数 派 。 男 性 。 女 性 。 両 方 。 
男女 は 、 自 分 と 同じ 性 の 登場 人 物 が いっ ぱい 出 て くる 
と 、 競 争 相手 が 増え て 、 不 快 で あり 、 不 機嫌 に な る 。 

( 3 ) 異 作 に つい て 楽し むこ と 。 そ の 行動 。 

(3-1-1) 男性 。 そ れ は オー プン で ある 。 そ れ は 
見 え や すい 。 そ れ は あか ら さ ま 。 そ れ は 目立つ 。 そ れ 
は 攻撃 され や すい 。 

(3-1 -2) 女性 。 そ れ は 内 密 で ある 。 そ れ は 機密 性 
が 高い 。 そ れ は 目立た な い 。 そ れ は 攻撃 され に くい 。 

(3 - 2) 楽し む 行 動 は 、 男 女 と も 大 好き で ある 。 

( 4 ) セッ クス に 対す る 価値 観 の 違い 。 女 性 。 

(4-1) 上 頁 洲 。 
彼女 は 、 以 下 を 攻撃 する 。 性 的 な 表現 。 性 的 な 行為 。 
彼女 は 、 そ うし て 以下 の 評価 を 上 げ る 。 彼 女 自 身 の 性 的 
な 攻略 し に くさ 。 そ れ は 、 彼 女 の 性 的 価値 を 上 げ る 。 
彼女 は 、 性 欲 は 、 普 通 に と て も 強い 。 彼 女 が 奥 ゆ か し 
い の は 、 表 向き だ け で ある 。 

(4 -2) セッ クス 大 好き 。 
彼女 は 、 以 下 の 評 価 を 上 げ る 。 女 体 カ ー ス ト の 高 さ 。 
それ は 、 彼 女 の 性 的 価値 を 上 げ る 。 

( 5) 望ま な い 性 的 行為 を 、 望 まな い 他 者 か ら 、 強 制 さ 
れ た こと 。 そ の 経験 。 そ の 記憶 。 そ れ へ の 不快 感 。 
セッ クス 嫌い 。 痴 涯 。 強 到 。 性 的 な 付き まとい 。 そ れ 
ら へ の 不快 感 。 

( 6 ) 相手 へ の 性 的 興味 の 喪失 。 

(6 - 1 ) セッ クス 相手 の 家族 の 一 員 化 。 

(6 - 2) 自身 の 子育て に 夢中 に な る 。 セ ックス 相手 
へ の 無関心 。 


( 7 ) 男女 。 異 性 愛 者 。 男 女 は 、 彼 ら 自 身 と 同じ 性 の 人 
物 が た くさ ん 登場 する と 、 同 性 愛 の 嫌 剖 の よう な 感 情 
を 生じ させ 、 不 機嫌 に な る 。 

( 8 ) 男女 。 異 性 愛 者 。 男 女 は 、 彼 ら 自 身 と 同じ 性 の 人 


物 が 、 男 体 カ ー ス ト と 女体 カー スト 上 位 で 登場 する 
と 、 性 的 魅力 の 面 で 手ごわい ライ バル で あり 、 負 けた 
と 感じ て 、 不 機嫌 に な る 。 
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遺伝 的 な 性 的 不能 者 。 身 体面 で の 性 的 
不能 者 。 性 差別 と の 関連 。 


(1 ) 

精子 や 卵子 の 受精 能力 が 欠損 し て いる 男女 。 
精子 や 卵子 が 、 加 齢 に よっ て 劣化 し た 男女 。 更 年 期 を 迎 
えて 、 精 子 や 卵子 の 新た な 放出 が 不可 能 に な っ た 男 
女 。 
精子 や 卵子 を 持た な い 男 女 。 精 子 や 卵子 を 失っ た 男女 。 
腫 場 な ど で の 精 洒 や 卵 洒 の 摘出 者 。 

遺伝 子 異 常 の 男女 。 遺 伝 子 に 不具 合 の ある 男女 。 


(2 ) 
生殖 器官 を 失っ た 男女 。 子 宮 を 摘出 し た 女性 。 ベ ペニス を 
摘出 し た 男性 。 そ の 摘出 は 、 腫 場 な ど が 原因 で な され 
2 

(3 ) 
同性 愛 者 の 男女 。 
遺伝 と は 逆 の 性 別 を 指向 する 男女 。 性 転換 者 の 男女 。 
彼ら は 、 そ の まま で は 正常 な 遺伝 的 子 株 を 残せ な いた 


め 、 社 会 的 に 軽 歳 され 、 差 列 さ れる 。 そ れ は 、 性 に 関 
する 差別 の 一 種 で ある 。 


上 記 へ の 対処 。 そ れ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


彼ら が 文化 的 子孫 を 残す こと 。 そ の 社会 的 奨励 。 オ リ 
ジ ナ ル な 文化 財 の 創作 。 養 子 の 養育 。 
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に EE 性 差別 と の 関 


生身 の 性 的 対象 者 に 接触 し な いか 、 接 触 で き な い 人 。 生 
身 の 性 的 対象 者 以外 に 主要 な 関心 を 持つ 人 。 生 身 の 性 的 
対象 者 の 攻略 を 実質 的 に あき ら め た か 、 や ら な い 人 。 

( 1 ) 異性 愛 者 の 場合 。 生身 の 異性 に 接触 し な いか 、 接 
触 で き な い 人 。 生身 の 異性 以外 に 主要 な 関心 を 持つ 人 。 
生身 の 異性 の 攻略 を 実質 的 に あき ら め た か 、 や ら な い 
Ns 


( 2 ) 同性 愛 者 の 場合 。 生身 の 同性 に 接触 し な いか 、 接 
触 で き な い 人 。 生 身 の 同 性 以外 に 主要 な 関心 を 持つ 人 。 

生身 の 同性 の 攻略 を 実質 的 に あき ら め た か 、 や ら な い 

まま 


彼ら は 、 男 性 と 女性 の 両方 に 存在 する 。 彼 ら は 、 性 欲 自 
体 は 有り 余る ほど ある が 、 生 身 の 性 的 対象 者 と 社会 的 
な コン タク ト が 上 手 く 取れ な いた め 、 実 質 的 に 性 的 不 
能 で ある 。 


その 総 移 。 そ れ は 、 従 来 、 日 本 で は 、 オ タク と 呼ば れ 
(でき 7。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 行動 する 。 

( 1 ) 生身 で 無い 、 代 用 品 の 性 的 対象 者 。 そ れ へ の 心理 
的 満足 。 例 。 ゲ ー ム 。 ア ニ メ 。 コ ミッ ク 。 そ の キャ ラ 
クタ ー。 そ の 立体 物 。 そ の 印刷 物 。 萌 え 絵 の 異性 。 


2 ) 生身 の 人 間 以 外 の 機械 や 物体 や システム 。 そ れ 
へ の 心理 的 没入 。 例 。 鉄 道 。 地学 。 コ ンピュータ ー。 

3 ) 生身 の 人 間 と の 交流 を 青 接 目指 さ な い 文物 や 知識 
や ルー ル 。 そ れ へ の 心理 的 没入 。 例 。 ス ポー ツ 競 技 や 
法律 な ど に つい て の 紛 蓄 。 研 究 面 で の 豊富 な 学識 。 そ 
の 薔 積 自体 に は まる こと 。 

) 攻略 が ほとん と 不可 能 か 、 困 難 で ある こと が 予 
め 装 明 し て いる 生身 の 性 的 対象 者 。 そ れ を 遠目 で 崇拝 
し て 滴 足す る こと 。 例 。 人 気 ア イド ル を 岩 拝 する こ 
の る 


彼ら は 、 そ の まま で は 遺伝 的 子孫 を 残せ な いた め 、 社 
会 的 に 軽 歳 され 、 差 列 さ れる 。 そ れ は 、 性 に 関す る 差 
別 の 一 種 で ある 。 


若い 男女 は 、 社 会 の 経済 的 環境 が 悪化 する と 、 経 済 的 に 
苦し く な り 、 格 来 の 子育て に 必要 な 経済 的 基盤 を 持て 

な く な る 。 す る と 、 彼 ら は 、 例 え 、 生 身 の 性 的 対象 者 

と 社会 的 な コン タク ト を 取る 能力 が あっ て も 、 生 身 の 

人 間 と の 恋愛 や 結婚 を 諦め て 、 上 記 の 行動 に 走る 。 彼 ら 
は 、 そ うし て 、 社 会 的 な 性 的 不能 者 と し て 振る 舞う よ 

の NE34dYS0e 


上 記 へ の 対処 。 そ れ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
1 ) 彼ら の よう な 男女 に 、 性 交渉 の 機会 を 紀 え る こ 
0 ご 持 助 は ずる こと 。 
) 彼ら の よう な 男女 の 経済 的 基 般 を 高く 安定 させ 
3 ) 彼ら の よう な 男女 が 文化 的 子 孫 を 残す こと 。 そ 
の 社会 的 奨励 、。 オ リ ジ ナ ル な 文化 財 の 創作 。 養 子 の 義 


5 
月 
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性 交渉 。 男 性 に よる 処女 へ の 信 仲 。 女 
性 に よる ベテラン 男性 へ の 信仰 。 性差 
別 と の 関連 。 


異性 と の 交際 や 結婚 に つい て 。 

( 1 ) 男性 は 、 性 体験 が 初め て の 女性 を 、 よ り 好 む 。 性 
体験 の 回 数 や 人 数 が 豊富 な 女性 は 、 男 性 に と っ て 、 忌 避 
の 対象 と な る 。 そ れ は 、 性 に 関す る 差別 の 一 種 で あ 
る 。 
既に 性 体験 が ある 女性 は 、 既 に 他 の 男性 の 子供 を 妊娠 し 
て いる 可能 性 が ある 。 そ の 世 定 は 、 女 性 に の み 可 能 で 
あり 、 男 性 は 、 そ の まま で は 、 そ れ に 関す る 情報 を 持 
つこ と が 身体 的 に 不可 能 な た め 、 そ の 基 定 が 不可 能 で 
ある 。 誰か 他 の 男性 の 子供 を 育て る 羽目 に な る 可能 性 
を 、 男 性 は 嫌う 。 男 性 は 、 自 身 の 遺 伝 的 子孫 を 残し た 
い 。 男 性 に と っ て は 、 自 身 の 遺 伝 的 子孫 を 残せ な い 
と 、 結 婚 し て も 意味 が 無い 。 遺 伝 的 子孫 の 養育 に お い 
て 、 他 の 男性 か ら 、 勝 手 に 遺伝 子 の 側面 で 、 た だ 乗り 
され る こと 。 そ れ は 、 男 性 に と っ て 、 自 身 の 一 回 限り 
の 責 車 な 人 生 の 喪失 に つなが り 、 と て も 望ま し く な い 
こと で ある 。 そ れ ゆ え 、 男 性 は 、 念 まで 性 交渉 の 無い 
女性 を 選び た が る 。 性 交渉 が 無い 証拠 。 そ れ は 、 処 女 膜 
の 存在 で ある 。 

( 2 ) 女性 は 、 性 体験 の 人 数 や 回 数 が 豊富 な 男性 を 、 よ 
り 好 む 。 性 体験 の 回 数 や 人 数 が 少な か っ た り 、 性 体験 
が そもそも 比 無 な 男性 は 、 女 性 に と っ て 、 忌 避 の 対象 
と な る 。 そ れ は 、 性 に 関す る 差別 の 一 種 で ある 。 

性 体験 に 慣れ て いる 男性 や 、 性 交渉 の 経験 が 豊富 な 男性 
は 、 女 性 に と っ て 、 性 体験 に お ける 前 例 や ノウ ハウ の 
所 持 者 で ある 。 女 性 は 、 そ うし た 男性 と は 、 よ り 安 心 
し て 、 セ ックス を 行え る 。 女 性 は 、 安 全 性 の 確保 され 
る 前 例 を 重んじ る 人 々 で ある 。 女 性 は 、 前 例 や 経験 を 
持た な い 相 手 に 、 自 身 の 身 体 の 大 事 な 秘 部 を 任せ る こ 


と に 、 大 き な 抵 抗 感 が ある 。 そ れ ゆ え 、 女性 は 、 性 交 
渉 の 経験 豊 言 な ベテラン 男性 を 、 自 身 の 性 交渉 の 相手 と 
し て 選ぶ 。 そ れ は 、 手 術 な どの 医療 行為 に お いて 、 経 
験 豊 守 な ベテラン の 医師 が 、 経 験 の 浅い 医師 より も 好 
まれ る こと と 、 理 届 は 同じ で ある 。 
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モテ る 度合 い の 大 小 。 結 婚 の 有無 。 自 
身 の 子 孫 の 有 無 。 自 身 の 子 孫 の 生存 能 
力 や 生存 度 の 大 小 。 性 差別 と の 関連 。 


人 間 社 会 に お いて 。 

( 1 ) 恋愛 や 性 交渉 で モテ る 男性 や 女性 は 、 モ テ な い 
男性 や 女性 より も 、 社 会 的 に 上 位 者 と され る 。 モ テ る 
者 は 、 モ テ な い 者 に 対し て 、 平 然 と 差別 を 行い 、 優 位 
者 と し て 振る 舞う 。 

( 2 ) 結婚 し て いる 男性 や 女性 は 、 結 婚 し て いな か っ 
た り 、 離 婚 し た 男性 や 女性 より も 、 社 会 的 に 上 位 者 と 
され る 。 婚 婚 者 は 、 未 婚 者 や 離婚 者 に 対し て 、 平 然 と 差 
別 を 行い 、 優 位 者 と し て 振る 舞う 。 

( 3 ) 自身 の 子孫 を 持つ 男性 や 女性 は 、 そ れ を 持っ て 
いな か っ た り 、 そ れ を 失っ た 男性 や 女性 より も 、 社 会 
的 に 上 位 者 と され る 。 自 身 の 子 孫 を 持つ 者 は 、 持 た ざ 
る 者 に 対し て 、 平 然 と 差別 を 行い 、 優 位 者 と し て 振る 
舞う 。 

( 4 ) 自身 の 子孫 の 生存 能力 が 高い 男性 や 女性 は 、 そ れ 
が 低い 男性 や 女性 より も 、 社 会 的 に 上 位 者 と され る 。 
自身 の 子孫 が 有 能 な 者 は 、 無 能 な 者 に 対し て 、 平 然 と 差 
別 を 行い 、 優 位 者 と し て 振る 舞う 。 

(5) 自身 の 子孫 の 生存 基盤 が 高く 安定 し て いる 男性 や 


女性 は 、 そ れ が 低く 不安 定 な 男性 や 女性 より も 、 社 会 的 
に 上 位 者 と され る 。 自 身 の 子 孫 の 養育 環境 が 裕福 な 者 
は 、 そ れ が 貧し い 者 に 対し て 、 平 然 と 差別 を 行い 、 優 
位 者 と し て 振る 舞う 。 

( 6 ) 自身 の 子孫 の 生存 度 が 高い 男性 や 女性 は 、 そ れ が 
低い 男性 や 女性 より も 、 社 会 的 に 上 位 者 と され る 。 自 身 
の 子孫 が た くさ ん 生存 し て いる 者 は 、 そ う で な い 者 に 
対し て 、 平然 と 差別 を 行い 、 優 位 者 と し て 振る 舞う 。 


子孫 は 、 遺 伝 的 子 了 と 、 文 化 的 子 陀 と に 分 類 さ れる 。 
上 記 は 、 全 て 、 性 に 関す る 差別 と し て 捉え られ る 。 
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PS fe ゲー ム 、 コ ミッ ク と 性 差 
|。 


(1 ) 彰 え アニ メ 、 ゲ ー ム 、 コ ミッ ク 。 性 的 魅力 が 強 
調 さ れ た 、 仮 の 性 的 対象 に 相当 する キャ ラク ター が 主 
に 登場 する アニ メ 、 ゲ ー ム 、 コ ミッ ク 。 生身 の 性 的 対 
象 と 恋愛 や 交際 が で き て いな い 未 婚 者 。 自 身 の 遺 伝 的 子 
孫 を 、 そ の まま で は 残せ な い 社 会 的 劣 位 者 。 社 会 的 な 
性 的 不能 者 。 そ うし た 男女 。 彼 ら が 視聴 する アニ メ 、 
ゲー ム 、 コ ミッ ク 。 そ の 視聴 者 は 、 社 会 的 に 格下 扱い 
か 異常 扱い され 、 馬 鹿 に され 、 疎 外さ れる 。 

( 2 ) 通常 アニ メ 、 ゲ ー ム 、 コ ミッ ク 。 性 的 魅力 が 特 
に 強調 され な い キ ャ ラク ター が 主 に 登場 する アニ メ 、 
ゲー ム 、 コ ミッ ク 。 生身 の 性 的 対象 と 恋愛 や 交際 を し 
て いる 未婚 者 。 生 身 の 性 的 対象 と の 既婚 者 。 自 身 の 遺 伝 
的 子孫 を 生成 済み か 生成 予定 の 社会 的 優位 者 。 そ うし た 
男女 。 彼 ら が 視聴 する アニ メ 、 ゲ ー ム 、 コ ミッ ク 。 そ 
の 視聴 者 は 、 社 会 的 に 格 上 扱い か 普通 扱い され 、 尊 敬 さ 


れ 、 受 容 さ れる 。 
(初出 2020 年 12 月 ) 


遺伝 的 子孫 を 後世 に 残す 戦略 と 、 そ の 
性 差 。 性 差別 と の 関連 。 


( 1 ) 男性 の 場合 。 

男性 は 、 男 性 自身 の 遺伝 的 子孫 を 広範 囲 で 非 限定 的 に 残 
す た め 、 強 い 性 的 魅力 や 正常 な 生殖 機能 を 持つ 身体 を 持 
つ 広 範囲 の 女性 と 恋愛 や セッ クス を 行う 。 男 性 は 、 女 
性 と の セッ クス は 、 や り 捨 て を し て 、 女 性 か ら 結 婚 の 
要請 が 無い 限り は 、 フ リー で ある こと を 好む 。 

一 方 、 男 性 は 、 男 性 自身 の 遺伝 的 子孫 を 確実 に 後世 に 残 
す に は 、 そ の 育成 に 当たっ て 男性 自身 の 経済 的 サポ ー 
ト が か な り 必 要 で ある と 考え る 。 男 性 は 、 女 性 や その 
遺伝 的 子孫 に 経済 的 サポ ー ト を する 際 は 、 女 性 の 遺伝 的 
子孫 と 男性 自身 の 遺伝 子 を 共有 する こと か 必須 条件 で あ 
る と 考え る 。 男 性 は 、 男 性 自身 と 遺伝 子 を 共有 し な い 女 
性 の 子供 の 養成 を 、 極 力 、 経 済 的 に サポ ー ト し た く な 
い 。 男 性 は 、 女 性 の 浮気 と 、 そ れ が も た ら す 他 の 男性 
に よる 育児 面 で の 経済 的 な た だ 乗り を 、 根 本 的 に 嫌 
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( 2 ) 女性 の 場合 。 

女性 は 、 女 性 自身 の 限定 され た 数 の 遺伝 的 子孫 を 、 後 世 
に 確実 に 茅 そう と する 。 女 性 は 、 女 性 自身 の 遺伝 的 子孫 
を 、 そ の こと を 能力 的 に 確実 に する ハイ スペ ッ ク の 男 
性 と の 間 で 残す た め 、 相 手 の 男 性 の 能力 や スペ ッ ク を 
厳し く 選 別 す る 。 女 性 は 、 低 スペ ッ ク の 男性 を 、 根 本 
的 に 嫌う 。 

た だ し 、 女性 は 、 彼 女 自身 の 遺伝 的 子孫 を 育て て 残す 上 


で 必要 な 経済 的 な か サポ ー ト を 提供 する 男性 は 、 別 に 遺 
伝 的 子孫 の 遺伝 子 を 共有 する 相手 男性 で ある 必要 は 特に 
無く 、 経 済 的 に サポ ボー ト し て くれ る な ら 別 に 誰 で も 良 
く フ リー で ある か 、 そ れ が 複数 の 男性 で も 、 あ る い は 
社会 全体 で も 良い と 考え る 。 
一 方 、 女 性 は 、 彼 女 自身 に 対し て 経済 的 に サポ ー ト し て 
くれ そう な 男性 が 他 に いな い 場 合 は 、 女 性 自身 の 遺伝 
的 子孫 と 遺伝 子 を 共有 する 予定 の 男性 と 結婚 し て 、 彼 か 
ら そ うし た 経済 的 サポ ボー ト を 、 生 涯 に わた っ て 正式 に 
受け よう と する 。 そ うし た 女性 は 、 男 性 の 浮気 を 、 根 
本 的 に 嫌う 。 


9 で は 、 以 下 の こ と が 考え られ る 。 
) 広範 囲 の 女性 と の 間 で 、 や り 捨 て の 奄 愛 や セッ 

2 

2 ) 自身 の 子供 の 育成 の 経済 的 サポ ー ト を 行う 男性 
を 、 誰 で も 良い と 考え る か 、 社 会 全体 の 広範 囲 に 求め 
る 女性 。 
上 記 の 二 者 は 、 相 性 が 良い 。 彼 ら は 、 共 に 、 セ ックス 
の 相手 に 関し て フリ ー で ある こと を 思 む 。 彼 ら は 、 人 
間 社 会 に お いて 、 広 く 、 多 数 分 布 す る 。 彼 ら は 、 異 性 と 
の セッ クス を 盛ん に 行え る 生殖 面 で の 優位 者 と し て 、 
社会 的 に 迷惑 な 面 が 多い に も 関わ ら ず 、 社 会 的 に 平然 
2 


上 記 の 彼ら の せい で 、 遺 伝 的 子孫 を 後世 に 残す 戦略 上 、 
犠牲 と な る の は 、 以 下 の 人 々 で ある 。 彼ら は 、 社 会 的 
に 馬鹿 に され 、 一 方 的 な 憐れみ の 対象 と な る 。 

( 1 ) それ は 、 女 性 と 遺伝 的 子孫 を 共有 せ ず 、 な お か 
つ 女 性 と その 子供 に 対し て 経済 的 サポ ー ト を する 羽目 
に な る 男性 で ある 。 

(1.) で れれ ば 、 生き 低 ス ペッ ク て で 経済 力 が 無 
いた め 、 あ る い は 性 的 に 不能 で ある た め 、 女 性 に 相手 
風光 


人 共有 し な い 女 性 の 子供 ば か り を 経済 的 
サポ ー ト する 羽目 に な る 男性 で ある 。 
NE 例え ば 、 結 婚 相 手 の 女 性 に 浮気 を さ 
れ て 、 女 性 と 遺伝 的 子孫 を 共有 し な いま ま 、 な お か つ 
女性 と その 浮気 相手 の 男性 と の 子供 に 対し て 経済 的 サ 
ー ト を する 羽目 に な る 男性 で ある 。 
( 2 ) それ は 、 男 性 と 遺伝 的 子孫 を 共有 せ ず 、 な お か 
つ 他 の 男性 と 女性 と その 子供 に 対し て 経済 的 サポ ー 
を する 羽目 ( こ な る 女性 で ある 。 
(2 - 1 ) それ は 、 例 えば 、 性 的 魅力 が 無い た め 、 男 性 
に 相手 に され ず 未 婚 の まま 、 社会 的 な 税金 を 沢山 支 
払っ て 、 自 身 と 遺伝 子 を 共有 し な い 男 性 と 女性 の 子供 ば 
か り を 経済 的 に サポ ー ト する 羽目 に な る 、 経 済 力 の あ 
る 女性 で ある 。 そ れ は 、 結 婚 し な いま ま 企 業 で 働き 続 
ける ハイ スペ ッ ク の 女性 で ある 。 女性 の 場合 、 性 的 魅 
力 と 経済 力 と は 、 た いて い 和 無関係 で ある 。 
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本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 
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